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・３６５日対応

・県が確保１４人

（県職員６人、各消防本部派遣職員８人）

・３６５日対応

・運航委託会社が確保

（操縦士、整備士、通信士）

運航スタッフ

消防・防災ヘリドクターヘリ

・運行管理経費　１億２千万円

　（燃料代、検査・修繕整備費用等）

・人件費　　　　　　６千万円　

　

・年間経費　：　１億８千万円

・医療機関が運航会社に委託

　＊H22年度国概算要求基準額

　　運行管理経費＋人件費

　　２．１億円×１/２　（国・県　１/２）

　＊県負担分の１/２について、特別交付税措置有

・年間経費：1億500万円（5,250万円）

年間維持費用

・機体：県が所有整備：１５億円程度

・合　計　　　　　　　1５億円

・運航委託会社が確保

・救急医療用機器等の備品：２千万円

・病院ヘリポート基地整備：1億円

・合　計　　　　　　　　　1億２千万円

ヘリ導入費用

シコルスキーＳ‐７６型「りょうま」　　ＢＫ１１７型（順天堂大附属静岡病院）

機体の形式


